
■内容審査表　採点メモ

評価

記載ページ 記載内容 （A～E）

20%

経営体制及び団体の運
営方針の説明がされて
いる。

10～12ページ

当法人は､創業以来「“家族の笑顔”があふれる幸せ創造カンパニー」をビジョンに掲
げ､「未来を担う子どもの成長応援」と「仕事と家庭の両立応援」を事業目的とし､就
労支援事業､放課後事業､保育事業の3事業を展開しております。3事業それぞれに事業
部を設置し､3事業部間の連携はもちろん､間接部門が3事業部をサポートする体制を構
築しております。

事業実施にあたって必
要最低限の経営体制が
確保されている。

12～13ページ

事業実施にあたって､「放課後事業部」が全運営施設の労務管理や社会保険事務､購入
物等の決済､統括指導官や看護師等による各運営施設への指導や助言等を行います。ま
た､保育事業部との子育て支援､児童発達に関する情報共有､栄養士によるおやつ選定ア
ドバイス､就労支援事業で培った採用ノウハウの活用､グループ管理部による経理上の
内部牽制体制の構築や就業規則・経理規定・個人情報保護規定等の各種規定の整備､コ
ンプライアンス研修の実施等役割分担を明確にし､より効率的な事業運営を実施する体
制を確保しております。

申請時において、募集
要項に記載する事業の
運営実績を有してい
る。

1～9ページ

当法人は､申請時において､①児童の保育又は教育の分野に係る事業として43施設（保
育所26施設､小規模保育事業11施設､企業主導型保育事業3施設､地域子育て支援拠点事
業3施設）､②児童の福祉や健全育成又は子育て支援の分野に係る事業として63施設
（児童館3施設､放課後児童クラブ60施設）,④放課後等の学校における全児童対象の社
会教育活動の分野に係る事業として81施設（放課後子ども教室62施設､放課後子ども総
合プラン19施設）の運営実績を有しております。

健全且つ安定した経営
財政基盤を有してい
る。

13～14ページ

当法人は､創業以来一度も赤字経営になることなく常に黒字経営を行い､安定した財務
基盤を有しております。2018年3月には持株会社の(株)SERIOホールディングスとして､
東京証券取引所マザーズ市場に上場し､今後もより安定した財務基盤により､より永続
的な事業運営を実施いたします。

申請理由、申請者の方
針等が明確に示されて
いる。

市の方針・事業所の経営方針と
矛盾がなく、加えて斬新な内容
である。

5% 14ページ

当法人は創業以来､「仕事と家庭の両立応援」「未来を担う子ども達の成長応援」とい
う事業目的に沿い､43の未就学児保育・子育て支援施設､144の放課後施設を運営してお
ります。枚方市においては､先行導入として開設された蹉跎小学校及び山田小学校の2
校の留守家庭児童会・放課後子ども教室を令和3年より運営し､多くの子ども達､保護者
の皆様に良好な評価をいただいております。今回､そのうち蹉跎小学校を含む南部エリ
アに応募し､安定的な運営を継続するとともに､近隣校に拡大することで､人材の確保は
もちろん､危機管理面やサービスの質の向上を効果的に行えるものと考えています。
より多くの子ども達の健やかな成長を助け､枚方市の発展に貢献したいという想いを持
ち､今回の募集に応募いたします。

50%

要求事項を満たすため
に創意工夫を行い、目
的等を踏まえた現状認
識や運営事業の基本的
な考え方が示されてい
る。

質の高い業務を継続的に提供す
るため、具体的な仕組みの提案
内容となっている。

8% 15ページ

日本の人口が減少する中､枚方市においても微減傾向です。少子高齢化の問題は､国､自
治体､企業が一体となって取り組むべき課題です。そんな中枚方市留守家庭児童会の入
会児童数は年々増加し。平成31年度には5000名弱の利用であります。今後も共働き世
帯の増加による利用数増加が予想される中で､多様な利用ニーズも想定されます。ま
た､放課後における学校生活とはまた別の体験､交流も重視されていますが､核家族化や
一世帯における子どもの人数の減少に加え､新型コロナウィルスの流行以降､児童の豊
かな体験や交流は大きな制限を受けています。
我々は､すでに運営中の蹉跎小学校・山田小学校で培ったノウハウを最大限に活かし､
留守家庭児童会・放課後オープンスクエア双方において､自由な遊びを保障するととも
に､子ども達の興味関心の幅を広げる様々な体験の機会を作ります。また､異年齢活動
による児童同士の交流､保護者や地域と連携した世代間交流を促進し､地域社会全体で
子どもを育む環境を作りたいと考えています。

42%
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児童会室における日常
的な保育内容、年間を
通じたスケジュール、
引き継ぎ保育など、明
確で適正な方針が示さ
れている。

苦情処理の体制、即応体制など
が具体的に提案されるなど、不
断にサービスの質の向上が図ら
れる体制となっている。

8% 15～35ページ

当法人は､「子どもたちが安全で安心して過ごせる場を提供するとともに､未来に向け
て子どもたちの〝生きる力〟を育み､たくましく生きる子どもたちの成長を支援しま
す。」を運営理念としています。
日々の活動は､通常授業日と全日開室日ごとに基本の活動スケジュールを定め､年間指
導計画・行事計画に基づいて実施します。参加人数､天候､学校行事などの当日の状況
に応じて､できる限り柔軟に､児童の自由な発想を活かした運営を心がけます。異学年
での縦割り活動も重視し､子ども同士のリーダーシップとフォロワーシップを育成しま
す。さらに保護者に寄り添い､保護者とともに子どもを育む運営を行います。
年間を通したスケジュールに関しては､年度初めに年間計画（目標）を作成し､目的意
識を持って準備・活動を行います。行事やプログラムは､日々の生活のアクセントとし
て開催し､子ども達が準備段階から携わります。
引継ぎ保育については､全ての子どもが､「来年からはこの先生が担任になるのだ」と
認識し､4月からの運営開始に向け信頼関係構築の第一歩が築けるような引継ぎを行い
ます。統括責任者及びサブリーダーは引継ぎ開始より週3回程度､合わせて30日程度の
活動に参加することとし､その他の職員は採用・配置決定後､随時引継業務に参加しま
す。
支援員は積極的に児童とコミュニケーションをとるとともに､保護者との信頼関係構築
に努め､運営事業者説明会の実施､希望に応じた個別面談を実施します。
また､学校や､いきいき広場をはじめとする地域団体にもご挨拶させていただき､今後の
連携した事業運営のお願いしてまいります。
また､現在就業中のアルバイト等の方で継続して当該児童会での勤務を希望される場
合､面談し､市との連携を図り､雇用引継ぎの対応を丁寧に進めます。
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明確で適正な方針が示
され、且つ効果的な提
案がなされている。

ニーズを把握し、その実現まで
の取り組みが示されている。

8% 36～51ページ

支援を要する児童の受け入れについては､5つの対応基本方針､対応基本目標を掲げ､視
覚・聴覚・身体的な特徴・その他多岐にわたる各児童の特徴を踏まえ､対応します。受
け入れを行うにあたり､保護者と面談し､十分に話し合った上でその記録を本部にも提
出し､対応方針を作成します。また､幼稚園や保育園での様子も把握し､保護者同意の
上､必要に応じて学校から必要な情報､助言を受けるようにします。医師などから配慮
を求められいている児童の場合は､保護者了解の元､学校だけでなく主治医や関係機関
とも連携し､医師から指示されている応急処置や緊急搬送先､参加時に必要な物品や支
援の方法を確認し､緊急時に備えます。また､定期的・継続的な個別の話し合いを持ち､
保護者の希望や状況の確認､尊重をしながら可能な限り話し合う機会を設けます。
発達障がいのある児童の受入には､何より職員の理解度を深めていくことが大切です。
当法人には要支援児指導の専門家である研修コーディーネーターが在籍し､職員の研修
の企画・実施を担当しています。社会に適応する力を身につけながら､自分らしく成長
できるようにするため､発達障がいに早く気づき､特徴を理解し､適切なサポートを行う
ことが何より重要と捉え指導に当たります。無理に何かができるよう訓練をしたり､症
状の改善のために何かをしたりするのではなく､その児童が持っている力を引き出し､
充実した生活を送れるようにその児童にあわせた支援を行います。
また､どの子どもにも必要な支援を行うという公平な態度を徹底すること､周囲の子ど
もからの理解を促すこと等､他の児童への配慮も欠かさないよう対応いたします。
また､児童虐待へは､放課後施設の運営者として､・早期発見・発生予防・虐待発生家庭
への援助を3つの柱として､各関係機関と適切に連携を行い､親子共に暖かい支えと適切
な支援を行っていきます。早期発見の役割として､子どもや家庭の様子を観察し､虐待
の兆しを見逃さないようにします。また､当法人の虐待予防チェックシートを活用し､
虐待の可能性が疑われた際は､法人本部､各関係機構との連携して対応いたします。発
生予防としての役割として､放課後キッズクラブの活動を通した保護者の育児負担の軽
減や育児不安を解消・緩和します。また､子育てについての悩みへの助言・援助や地域
活動を通して子育て家庭の孤立を防ぎます。また､家庭援助の役割としては､第一に児
童の見方であることを伝え､愛されている安心感を持てるよう関わります。保護者とは
多くの接触機会を持ち､気持ちに寄り添うことを最優先します。不安や悩みにはともに
考える姿勢を示し､保護者の気づきを援助します。
また､家庭内での虐待だけでなく､放課後施設における体罰､不適切な関わりを防止する
ため､禁止行動の明確化､職員によるセルフチェック､職員間のチェック体制を整えま
す。

②運営に関する計画

２．総合型放課後事業の運営方針について
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15%

団体名：株式会社 セリオ

１．申請団体の経営方針等について

①
経
営
方
針

業務の安定的継続性が見込まれ
る。

経営体制において各構成員等の
対応が明確になっている 。

②
応
募
動
機

要求事項 確認事項 加点事項の内容

参考資料１



■内容審査表　採点メモ

評価

記載ページ 記載内容 （A～E）

配点
ウェイ

ト

提案内容
採点メモ

団体名：株式会社 セリオ

要求事項 確認事項 加点事項の内容

参考資料１

求められる要求事項を
満たすとともに、効果
的な事業連携・協働が
できる内容となってい
る。

52～61ページ

本事業が放課後子ども総合プランであることを念頭に､留守家庭児童会では生活及び豊
かな体験活動､放課後オープンスクエアでは安全で自由な遊びの場を提供するととも
に､両事業が連携を図り事業を実施し､子ども達にとって有意義な放課後活動を提供し
てまいります。留守家庭児童会と放課後オープンスクエアの一体的な運営､スムーズな
連携のために､児童会の各班担任支援員を配置することに加え､各校のオープンスクエ
アにも､常勤のリーダーを配置します。リーダーは週5日､17時まではオープンスクエア
に勤務するとともに､17時以降は児童会の業務に従事し､双方の参加児童､活動内容を把
握します。また､非常勤のスタッフは､曜日や時間によって児童会とオープンスクエア
の両方に勤務します。双方のスタッフがどちらの業務にも従事することで､総合型放課
後事業への理解を深め､対応力を高めるとともに､緊急の職員欠勤時にも､フォローし合
える体制を整えます。
また､いきいき広場運営事業者と連絡を取り､ご挨拶及び児童会・オープンスクエアの
運営計画のご説明､いきいき広場の実施計画のヒアリングを行います。運営開始後は､
現在の蹉跎小学校・山田小学校同様､当法人スタッフがいきいき広場開催日にボラン
ティアとして参加し､運営の補助､実施内容の把握､いきいき広場スタッフの方とのコ
ミュニケーション､放課後事業の情報共有を行います。

児童会室とオープンス
クエアを一括運営し、
両事業の参加事業の一
元的な管理について、
提案されている。

52ページ

本事業が放課後子ども総合プランであることを念頭に､留守家庭児童会では生活及び豊
かな体験活動､放課後オープンスクエアでは安全で自由な遊びの場を提供するととも
に､両事業が連携を図り事業を実施し､子ども達にとって有意義な放課後活動を提供し
てまいります。留守家庭児童会と放課後オープンスクエアの一体的な運営､スムーズな
連携のために､児童会の各班担任支援員を配置することに加え､各校のオープンスクエ
アにも､常勤のリーダーを配置します。リーダーは週5日､17時まではオープンスクエア
に勤務するとともに､17時以降は児童会の業務に従事し､双方の参加児童､活動内容を把
握します。また､非常勤のスタッフは､曜日や時間によって児童会とオープンスクエア
の両方に勤務します。双方のスタッフがどちらの業務にも従事することで､総合型放課
後事業への理解を深め､対応力を高めるとともに､緊急の職員欠勤時にも､フォローし合
える体制を整えます。

学校との連携に対する
取組や方針が提案され
ている。

53～54ページ

学校との連携としては､支援を要する児童やアレルギー保有児童への対応､学校行事や
登校日などのスケジュールの確認､学校方針､安全指導についての連携を行います。ま
た､運営開始後は､月1回定期連絡会開催を提案し､活動報告､翌月の活動計画､気になる
児童の様子などを共有し､一体となった指導を行います。また､定例連絡会に限らず､日
常的な情報共有ができる関係構築をし､必要な連絡が迅速に行えるようにいたします。
また､学校の備品の破損や事故､児童館のトラブルや苦情などが発生した場合は､迅速に
学校に連絡・報告いたします。

保護者との連携や信頼
関係構築に対する取組
や方針が提案されてい
る。

54～61ページ

保護者との連携や信頼関係構築に対する方針として､子ども達の心身の安定､健全な育
成には､家庭と放課後キッズクラブが密な連携を取ることが重要であると考えておりま
す。特に､毎日登室し放課後・長期休暇の生活の場となる留守家庭児童会においては､
家庭と児童会の生活が連続したものであることが必要です。児童会の情報を適切に共
有し､保護者の意見を広く聞き活かす運営を行うとともに､子ども達へより良い環境・
活動を提供することを共通の目的とし､協力し合うことを基本の姿勢とします。
取り組みとして､運営事業者選定後早期に事業者説明会を実施いたします。法人の紹介
や基本的な運営内容をご案内するとともに､本部の問合せ電話番号とメールアドレスを
周知し､気軽に問合せをしていただける環境を整えます。運営開始後は､保護者とのや
り取りの為､連絡帳､対面コミュニケーション､月に1度のおたよりの発行､学期に1度の
保護者懇談会の開催､希望家庭との保護者面談を実施し､支援員と保護者とが対面で意
思疎通する場を作ることで､保護者に寄り添った児童会室の管理運営を行います。
全児童が対象となるオープンスクエアでは､法人ホームページ内に専用ブログを開設
し､イベント予定､活動報告を行います。日々の活動を紹介することで､保護者に子ども
教室の様子を理解していただくとともに､子ども達の参加促進に繋げます。さらにオー
プンスクエアでは､保護者ボランティア制度を導入し､オープンスクエアでの子どもの
様子を見ていただくとともに､事業への理解を深めていただき､様々な協力体制が築け
るよう実施します。
保護者からの要望・苦情への対応としては､苦情対応の体制を整え､マニュアルの整備､
苦情受付担当者・苦情解決責任者の設置､苦情開設記録・報告の作成､苦情ヒヤリハッ
トの収集・分析を行います。苦情解決フローを定め､苦情発生時に申出人に対し､迅速
な対応ができるよう､事務局・統括部も含んだ体制を作ります。

エ
）

経
費
に
関
す

る
計
画

提案内容履行にあた
り、現状の管理に関す
る経費を上限額として
提案されている。

施設耐用期間を適切に設定した
上で、期間中における効率的な
修繕のあり方について提案され
ている。

8% 62～65ページ

本事業計画書に記載の提案内容については､収支予算書記載の予算内にて実施いたしま
す。その上で､無駄を省き効率的な運営を実現いたします。具体策として､放課後及び
保育施設187施設運営のスケールメリットの活用､シフト制の導入､web活用によるペー
パーレス化と業務効率向上､管理システムの運用､運営予算制の導入､省エネルギーの取
組､廃材利用など､多角的に経費削減に取り組みます。

オ
）

応
募
エ
リ
ア
に
お
け
る
特
色
あ
る
取
組
・
独
自
提
案
及
び
応
募

エ
リ
ア
選
択
理
由

応募エリアの特色を活
かした行事が提案され
ているか。

応募エリアを選択した
理由が明確であるか。

各エリアの特色を生かした、具
体的な提案がなされており、子
どもたちに魅力あるものとなっ
ている。

各エリアを選択した理由等が具
体的に提案内容に記されてい
る。
（２エリア以上応募している事
業者については、各エリアごど
に採点する）

10% 66～67ページ

①エリア選択理由
当法人は､総合型放課後事業が先行導入された蹉跎小学校・山田小学校を運営してお
り､そのノウハウを活かし枚方市の放課後事業に貢献したいと考えております。
良質なサービスの継続及び拡大には､何より施設で勤務する職員の質が重要となりま
す。子ども達の心身の安全と､将来に繋がる力の育成に関わる事業者の義務として､必
要配置人数を満たすだけでなく､適正ある人材を採用し､研修や職員間の連携を通した
継続的な資質向上に取り組むことが必須です。運営開始当初から安定運営を行える施
設規模と､サービス拡大のバランスを考慮し､本応募においては､蹉跎小学校を含む南部
エリアを選択いたしました。
②応募エリアにおける特色ある取組・独自提案
児童会が複数単位である開成､蹉跎､枚方第二､蹉跎西では､班単位の活動を行い､班での
チームワークを深めます。班リーダー制度を導入し､高学年のリーダーシップを育むと
ともに､班対抗のスポーツイベントやゲームイベントを開催し､一体感を高めます。同
時に､班の垣根をなくしたり､オープンスクエアとも一体になった大規模な「みんな遊
び」を行い､子ども達の交友関係を広げ､コミュニケーション能力を育てます。
児童会が1単位の香陽､東香里においては､小規模であることを活かし､一体感のある施
設づくりを目指します。個々の興味関心や好きな遊びを深め､家庭的な雰囲気の中で､
子ども同士の関わりを深めていきます。また､webツールを活用し､香陽と東香里が合同
で遊びチャレンジ大会を開催したり､お誕生日会を開催するなど､施設間の交流も行い､
子ども達の交流を促進したいと考えます。
各学校においては､いきいき広場との連携はもちろんのこと､地域ボランティア団体・
サークル､近隣大学との交流を積極的に行い､子ども達に様々な体験を提供するととも
に､世代間交流を促進します。

ウ
）

事
業
連
携
等
に
関
す
る
計
画

確認事項を発展させるなど、事
業連携・協働等をより効果的な
ものとするための内容となって
いる。

従事者の交代勤務など、流動的
な勤務(ﾛｰﾃｰｼｮﾝ)について提案
されている。

8%



■内容審査表　採点メモ

評価

記載ページ 記載内容 （A～E）

配点
ウェイ

ト

提案内容
採点メモ

団体名：株式会社 セリオ

要求事項 確認事項 加点事項の内容

参考資料１

15%

運営事業の適正な実施
のための人員配置及び
業務分担となってい
る。

67ページ

各校の職員体制は､以下の様に運営事業の適正な実施のための人員配置及び業務分担と
なっております。
各校正社員を1名配置し､総合型放課後事業の統括責任者兼児童会室長とします。職員
全体を統括するとともに､留守家庭児童会の担任も努めます。また､保護者と円滑な連
絡調整､市との連絡や学校との窓口の役割を担います。週5日勤務､基本勤務時間は10時
～19時とします。当法人の就業規則により､土曜日の子ども教室に出勤した場合は､平
日に振替休日を取得します。
各小学校のオープンスクエアには1名の常勤職員を配置し､オープンスクエアリーダー
とします。オープンスクエア運営の責任者として児童の見守り・指導､スタッフへの指
示を行うとともにサブリーダーとして統括責任者の業務を把握し､補佐及び代理を務め
ます。週5または週6勤務､基本勤務時間は13時～19時とします。オープンスクエア終了
後の17時以降は児童会業務に従事し､双方の事業が把握できるようにします。
2つ以上の児童会支援単位（班）がある小学校においては､統括責任者兼児童会室長に
加え､他の1班または2班の担任支援員を常勤で1名ずつ配置します。留守家庭児童会の
担任も勤めるとともに､サブリーダーとして統括責任者の業務を把握し､補佐及び代理
を務めます。週5日または6日勤務､基本勤務時間は13時～19時とします。
上記に加え､非常勤職員を雇用し､配置基準を遵守した職員配置を行います。非常勤職
員は､曜日によって児童会､オープンスクエア双方に勤務します。週3～6日勤務者を複
数名雇用しシフト制を取ることで､適切で柔軟な人員配置を実現します。
職員配置人数が増加する三季休業期間は､通常勤務する職員のシフトを工夫することに
加え､臨時職員を雇用及び放課後本部よりの応援で､必要配置人数を満たすよう対応い
たします。

統括責任者や業務別従
事者等業務に求められ
る人材が適正に配置さ
れている。

68～71ページ

現在､蹉跎小学校及び山田小学校に勤務する正社員支援員（有資格者）を6校に1名ずつ
配置し､各校の統括責任者とします。既に当法人に在籍する人材を異動させることで､
早期の引継ぎ業務開始が可能となります。また､枚方市放課後事業の運営経験を十分に
有する人材を統括責任者に任用することで､全校で安定した事業開始が可能になるとと
もに､学校間連携を密に行い､南部エリア全体のサービスの質を向上します。
また､現在蹉跎小学校及び山田小学校に勤務する非正規常勤職員・非常勤職員を活用す
るとともに､新規採用も適切に行い､必要な人材を確保します。
児童会室1班の学校は､児童会3名・オープンスクエア2名体制で運営いたします。児童
開室2班の学校は､児童会4名・オープンスクエア2名体制で運営いたします。児童開室3
班の学校は､児童会7 名・オープンスクエア2名体制で運営いたします。

障害者法定雇用率を達
成している（申請段階
で障害者法定雇用率を
達成できていない場合
は、本事業における雇
用をはじめ、その履行
のための計画が記載さ
れている）。

75ページ
当法人の令和4年6月時点の障がい者実雇用率は3.18％となっており､法定雇用率を達成
しております。

一定規模の事業所にお
いては、「大阪府公正
採用選考人権啓発推進
員設置要綱」又は「大
阪労働局公正採用選考
人権啓発推進員設置要
綱」に基づき、「公正
採用選考人権啓発推進
員」が設置されている
（設置されていない場
合はその対応が記載さ
れている）。

75ページ
当法人では､大阪府公正採用選考人権啓発推進員設置要綱に基づき､公正採用選考人権
啓発推進員及び補助者を設置し､公正な採用選考を実施しております。

業務の適正な実施のた
めの勤務時間・職務体
制となっている。

72～73ページ
上記②に記載の様に､募集要項､仕様書を前提とした業務の適正な実施のための勤務時
間・職務体制となっています。

労働関係法令を遵守し
た内容となっている。 72～74ページ

法人として社労士・弁護士と契約し､適正な労務管理を行うことに加え､充実した福利
厚生制度､やりがいを育てる評価制度を設けております。主な制度として､
・年間休日→法定105日のところ当法人では､125日以上
・母子健康法に基づく母性管理のための休暇→法定では有給無給の定めはないところ､
当法人では産前のものを有給休暇
・子の看護のための休暇→法定では年間5日で有給無給の定め無しのところ､当法人で
は3歳未満までは10日間､3歳から就学前までは5日間を有給で付与
・介護休暇→法定では5日間で有給無給の定めなしのところ､当法人では有給休暇とし
て5日間付与
・有給休暇→法定では入社後半年より付与のところ､当法人では入社日より3日間付与
し､半年後に別途10日付与
その他､リフレッシュ休暇､積立有休制度､ファミリーサポート休暇､GLTD制度(団体長期
障害所得補償保険)､ 3歳までの育児休業､子が小学校3年生末日までの育児短時間勤務
など､従業員のライフワークバランスの充実に取り組んでおします。
また､残業申請制度､勤怠管理システムを採用しており､上長の承認なしに残業ができな
い仕組みづくりをし､毎日必要業務と必要時間を管理しております。勤怠管理システム
においては､放課後事業部本部や本社管理部で適宜確認ができる仕組みとなっておりま
す。

業務の実施に必要な職
員をどのように確保す
るか具体的に示してい
るか。

72ページ

上記②に記載の様に､既に雇用している従業員を活用するとともに､就労支援事業のノ
ウハウを活かした求人広告の掲載､無料の職業紹介（ハローワーク）への掲載､学生ア
ルバイト情報ネットワーク（関西加盟校74校）､マイナビ､その他駅置きの求人情報誌
やインターネット求人広告を活用し､採用活動を行います。

イ
）

職
員
研
修
・
育
成

人権研修の実施及び男
女共同参画に関する取
り組みなど、従事者に
対する研修実施につい
て具体的に提案されて
いる。

確認事項を発展させるなど、各
種の研修について、創意工夫が
なされ、より効果的なものと
なっている。

7% 76～84ページ

本事業において､子ども達の『安全・安心』を守る為に､職員の知識と技能の向上は欠
かすことができません。職員は､本事業の理念・趣旨がしっかりと理解した上で勤務し
ます。そのための取組として､マニュアルの整備､法当法人は､研修を担当する運営企画
課を設置し､小学校の教職・管理職を経て児童教育・育成に関して大学での講義経験を
有する統括指導監が在籍し､各種研修の企画､実施を担当しております。
特に重視しているテーマとして「人権研修」「要支援児童理解を含む子ども理解」
「安全管理と安全指導」があります。
人権研修の実際の研修内容例として､「子どもの発達段階と個人差についての理解をも
とに子どもの違いを認めていくことの重要性を知る」､『「怒る」､「叱る」､「諭す」
という､子どもに対する指導の仕方の違いについて具体例を基に理解する』等がありま
す。
また､重要テーマに対しては､前年度中に､現場ニーズや受講者の意見などを踏まえて､
翌年度の研修計画を立案し､実施していきます。「子どもに対する人権的なこと（セク
ハラ・いじめ・体罰等）」「安全管理・指導に関すること」等日々の課題そのものを
事例に対し､適時性のある研修も実施いたします。
また､研修の振り返りと次年度計画へのフィードバックを行い､本部にて職員のニーズ
を踏まえながら､受けてほしい研修も織り交ぜて計画していきます。

ア
）

人
員
配
置
に
関
す
る
計
画

常時連絡可能な体制でより利用
者の利便性を図るための具体的
な提案がなされている。

整合性・バランス及びまとまり
の取れた事業実施体制及び教育
委員会と円滑な意思疎通が図ら
れる事業実施体制となってい
る。

従事者の交代勤務など、流動的
な勤務(ﾛｰﾃｰｼｮﾝ)について提案
されている。

障害者の年齢・障害種別・部
位・程度に配慮した障害者の活
用など障害者の就労についての
サポート体制が提案されてい
る。

8%

３．職員体制について



■内容審査表　採点メモ

評価

記載ページ 記載内容 （A～E）

配点
ウェイ

ト

提案内容
採点メモ

団体名：株式会社 セリオ

要求事項 確認事項 加点事項の内容

参考資料１

法律・本市条例・規則
に沿って、市民等の基
本的権利を守る管理運
営の内容が明確に示さ
れている。

団体として、先駆的な情報公開
や個人情報保護の取り組みがな
されている。

5%
85～89ペー
ジ

個人情報保護についての基本方針として､①申込等に当たり入手した利用者（保護者及
び児童）の個人情報を枚方市個人情報保護条例及び同条例施行規則・枚方市情報公開
条例及び同条例施行規則に沿って厳正に管理します。➁当法人が取得しているプライ
バシーマーク及び策定したプライバシーポリシーに沿って個人情報管理を厳正に運用
します。③個人情報の厳正な保護に関して､指導員に周知徹底し､当法人管理部と連携
を取り､情報漏えいのないよう管理します。としています。
 また､プライバシーマーク基準の管理責任者の下､保護者のご同意なしに第三者へ開
示､提供を行う事はありません。個人情報の保護に関しては､①個人情報に関わる書類
は鍵付きの書庫に保管②書類取り出しの際は､持出時間及び持出者の記名・目的・返却
時間等管理台帳へ記入③ＰＣ上の個人情報に関しては､全てパスワード管理､以上3つを
徹底して行い､また､児童と接する中で指導員が知り得た各家庭の情報についても､個人
情報として取扱い､第三者へ漏えいのないよう､指導を行います。当法人は「個人情報
保護法」を遵守する企業であることを､証明する国内有数の認証機関「財団法人日本情
報処理開発協会」のプライバシーマーク認定を平成20年8月に取得しており継続して更
新しています。
　また本施設における個人情報の保護にあたっては､枚方市個人情報保護条例及び同条
例施行規則・枚方市情報公開条例及び同条例施行規則､「地方公務員法第34条（守秘義
務）」等の各種法令を遵守し､市民の大切な情報を慎重かつ適切に管理します。また､
当法人は､文書管理規定に則り､財務諸表をはじめ､各施設の帳簿､各種書類やデータ､モ
ニタリング情報､利用者満足度調査等を体系的に管理し､監査や開示請求があれば速や
かに開示できる体制を整備しています。情報公開の開示申出があった場合には､「枚方
市情報公開条例」に則り､文書等の全部公開・一部公開・全部非公開の判断を枚方市と
協議します。情報公開までのフローは､当法人の規定に則り速やかに行います。

緊急時対策が適切に記
載されている。

90～96ペー
ジ

安全管理及び緊急時への備えとして､予防体制を敷いております。看護師資格を持つ医
療ケアスタッフの配置､緊急時対応訓練の実施､危機管理マニュアルの整備､統括部職員
の巡回指導､ヒヤリハットの報告・共有を行います。
また､活動中の安全管理として､参加児童の把握と管理､活動計画と体調不良児への対
応､備品・設備の事故防止､下校時の安全管理､長期休業期間の情報共有､安全対策
チェックリストの常備を行います。
事故発生時には､初動対応の連絡体制を明確にし､統括責任者､担任支援員､オープンス
クエアリーダーが中心となり､当該児への救護､保護者や緊急連絡先への連絡､救急車の
要請を行います。連絡網・緊急連絡先一覧を掲示し､事故発生時に即時対応できるよう
備えます。事故発生時には事故報告書を記載し､市や各関係機関に報告を致します。事
故内容､発生原因と対処の方法を時系列にまとめ､事故の経過や完了した対応を含め報
告書とし報告を致します。
また､ITシステムを活用し､既存施設において､自治体が実施する緊急時配信メール事業
に参加をしております。児童会・オープンスクエアが緊急配信メール送信の窓口と
なっており､緊急時は利用者全員に避難情報などメールを配信致します。また自治体に
そのような仕組みがない場合､不審者情報などを発信するマチコミメールを利用者全員
に登録を頂くよう促進しています。

リスクの分担が記載が
されている。 96ページ

事業の実施において想定されるリスクの分担については､仕様書記載の「リスク分担
表」に基づき､受託者管轄の区分に責任を持って対応いたします。運営事業者として選
定された際には､枚方市担当課と潜在的なリスクの洗い出しを行い､具体的な対応を協
議いたします。

防犯に関する事項の記
載がされている。

99～105ペー
ジ

不審者への予防策として､マニュアルの整備､日常の施設点検､児童への注意喚起､不審
者を想定した避難訓練､不審者情報の共有､近隣住民と協力した見守り､施設内外の巡
回､保護者や関係機関との連携を行います。
その上で､不審者侵入時の対応を「侵入発見～退出」「不退出の場合」に分けてフロー
図として示し､緊急時にスムーズな対応ができるよう備えています。

環境保全に関する事項
の記載がされている。

97～98ペー
ジ

施設内での取り組みとして､廃材を利用した制作活動､児童への環境保全啓発､食品ロス
の低減に取り組んでいます。
また､環境保全活動を取り入れたプログラムとして､放課後施設での菜園活動､近隣大学
や企業と連携したSDGsプログラムの導入を提案しています。

防災に関する事項の記
載がされている。

106～117
ページ

災害発生前の備えとして､避難経路確認､活動場所の安全確認､緊急連絡網の整備､避難
訓練を行います。避難訓練は､地震､火災など複数の事象を想定し行います。
災害発生時の対応として､基本対応表を定め､各職員の担当作業を明確にします。その
上で､災害発生時の対応を「火災」「地震」に分けてフロー図として示し､緊急時にス
ムーズな対応ができるよう備えています。また､台風発生時の対応､保護者引き渡しの
流れについても明記しています。
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